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On the Hydrography of the Southern Side of Kurile 

Island and of the Southern Part of Okhotsk Sea. LoωTempel'αt'U1・eScience 9. 

(With English resume p. 170) 

Tadashi T ABA T A 1952 

千島列島市沖及びオホックj毎南部の海況に就いて汗

司

(低温科学研究所海洋学部門)

〈昭和 27年 9Jl ~理〉

忠t国回

震I.緒

オホ{ツク海の海況については，梶HIi氏の詳細な研究1)の他に丸川氏及び重松氏の研究2)がる

との報告では，昭和16年8月中旬に水産試験場及び、北海道水箆試験場によって行われた千島

列島南東沖の海
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域の海洋観測及
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第 1闘 測点図(怒号は筆者の附したものである)
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千島列島北部附近での観測が少いので太平洋の深居水とオホ山ツク海の間有主主探!奇水との関係及

び南海区の海水の混合の状態が良くわからないのはlf:むを得ない。

II. T-S曲娘

千品列島市東沖及びオホ{ツク梅雨部に於ける数地点の T-S曲線を第2図κ示す。図中，測

点7は後述する様Kf授流域に位し，その T-S曲線は他の諸点のとは少しく異なる。測点 1，5， 
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油田町四品岨臨目凪

32 33 tj 

第2闘 T S曲線

34 %0 

7， 31， 4，3， 

は太平洋， jJ!IJ点

15， 22はオホ

{ツク海でる

るojJjlj点7以外

の点の T-S曲

線は大体L字形

をなし中冷水の

イ:t-;{Eが認められ

る。表面近くは

主として日身ずの

ために芥協して

沿り(特に測点

1， 5， 7は著

しい)， mu点1，

7以外は冬季生

成された氷の閥!

解水及び降水等

の影響のために

主主分も少い。中

冷水の認められ

る放ささは何れの

測点でも 100m

位の深さであり

その7J<i1ul.はi!t正点

7を除いては

1~20C 'c:ibる。



千島列島南j波及びオホック海南部の海況に就いて 161 

特κyJ!lJ点15では lOC í立の低温なのが注目される。 ~p冷水より下j母では，水i乱塩分ともに増

し，太平洋ìJUJで、は300~800m，オホ{ツク海では 600"-'800mI'L水温のおi大値が見られる。悶r:l~rc

同時に記入した t1t ulJ KJifを参JITlすると，表面近くの臨居の存在する所では直#安定J度が大きく、

中冷水とその下肢の水との聞では索直安定度も小さく可成りの垂直1.r:G合の行われているととがわ

かる。r:p音1¥千島に近い測点 22で表面7J<i毘がq:与に低いのは就に指摘されている 4)様に下j晋の(fI

水の一f:ー昇κよるもの"C，yWJ点 31 で ~f!冷水の下康の主主分の少いのは，中部千品の海峡よ担流出す

る5)低境分のオヰミ{ツク海系水に原肉ずる。図の中κは，昭和12"1ミ4)]“!狗b語"によって観測さ

れた結果的 (測点 1511付近のもの〕も記入した。とれと土bji交すると，表貯水温が幸子しくイ11'，いのは

閥!氷Jl:Jl直後のととでるり当然であるが， 400m 以下の深さでは殆ど一致している。とのととから

観測の行われた"Fが異なるので断定は出来ないが，オホ{ツク海では 400m位から上の部分が冷

却，芥1置を繰り返しているというととを考えるととが出来る。

TII.水温，臨分の分布

1)水損，塩分の水平分ヂti

表聞に3なける水温，塩分の分1Jiを示したのが第3図，百q図である。表j奇では宗谷海峡から流

入した前ii'AJ.，両主主分の割問絞流分校は北栴泊討'I'L沿って南東に流れpr.j千Jみに悲しているのが丸ら

1同国..J.......ムーーJ
145' l5jρ 

第3図表同水温分布図

/S'!i 

れる O よく知られている扱I'L， I.ft 

部千島近海κ低温でオホ[ツク栴

の表面としては高塩分主主水が存在

する。4) 北千島附近κ見られる柏、

低温な水は保存n氏が論ぜられた様

1'L，1)太平洋からの流入水による

ものかもしれない。叉470N，1480E

F付近に冷水の.r.oHらしきものが存

在する。太平洋測では， 420NII付近

に東に流れる暖流が明瞭に認め

られる。オホーツク海の中部千品

近海で、比られた低温な水は南の方

に大きく張り出して;Jci-札北千

品紅海からの低温水の南下も明

らかである。とれらの冷水の聞を股流分校が北上している。水昌品 1I付近には表暦l'Li思い皆をな

して低温，治i臨分t:J.水が存;(t::する。南樺太許[1には表居近くに可成り低塩分な水が存在するが，
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第4闘表ITfit自分分布図

とれは融氷によって生じた低itz分

;]<が]互LのためKとの臨むiK集積し

たものと考えるべきでるり，又北

部樺太沖tと作夜ずる31%以下の持

水は黒龍i仁その他シベりヤからの

臨水の流入によるものでるろうJ〉

一般にオホ{ツク洛は太平洋に

校べて低塩分である。しかし南海

域とも表問の塩分は少く 33%以!二

の塩分を呈するのは暖流及びその

分校のみである。オホーツク海で

は低湿な所で塩分が多い傾向にあ

るのは，下唐の高塩分水の上昇ーに

よる結果と考えられる。

50m になると第 5121，百~6 図か

らも夕、11られるt:5itK，北千品坦?f;}K高湿な71<が見られる。之は鉛直断酒を併せ考えると，表居tて見

られた太平洋からの流入水の沈降したものの様である。その他高温な部分は表l昔にも見られた太

第5翻 50mJ費水温分布図

低塩分水とは痕接関係がない。

ヱド洋の股VlE城友び北栴迫のオホ戸

ツクjfi:J-'lの泣くである。とれらの

高湿な所では一般に境分も多く

33 ， 5~34%K 及んでいる。 50mで

も一般に太平洋は概して高温高坂

分で，経流の北.1:と中部千ぬより

南下した冷水の分シ(jjが明瞭にみと

められる。南陣太沖κ比られた表

居の低塩分水は既1'(イr::tr:せナラ rll

部樺太沖tて広銑聞にわたって非常

に冷たい水系があらわれているれ

之は富去に論ぜられている如く7)冬

期の冷却された表居水及び結氷の

際lて生じた高斡度水が堂、j流により

沈降したもので前に述べた表居の
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100m K於ける水温;臨分の分イJjを示したのが第7図，第8図である。との深さは中冷水のm/i-rfct 

心κ言うたっている ζとはWtK述べたとうりでるる。との中冷水は， 中部二子品附近では 400m1:立の

SO 

第 6箇 50m府L自分分布図

第 7関 100m磨水温分布図

深さに主主及び，南千 lr:i沖では150~

200m位である。その水温，主主分は

太子洋il!Uでは夫々 1~ 1，50C， 

33，2"" 33 .1%で，オホ戸ツク海で

は更に低温でf買によっては-1，60C

kも及び塩分は 33"，，33，2%で太

千洋のよりfiJ'iJ]ミに低塩分である。

太平洋では中冷水は北J..する暖

流と二分校をなして交錯して居

る。殆ど時季をff.]じくして行われ

た法子!降水産試験場の鮫~q'の tfijd，(;

観測結果わを参加すると， とのこ

分校をなした~/I冷水は 400N 11付近

では犬々 1440E""1510E及び1480E

"" 1510Eの範閣に分イ'fjしているの

がわかる。

オホーツク海では千島列島寄り

が概して高温で，特に北海道沿岸

から南千島にかけては前に述べた

割高暖流分校のために可成り高温

である。 rfJ部樺太i'!'K50m居で見

られた低温な音s分は更に32法して

v、る。

塩分の変化は少いが，概して雨

海域とも高温な所では主主分も多

い。オホ{ツク海では510NIy付近で

塩分が減少しているのが目立つ。

200mになるとオホ{ツク海で

は水温分布が単調になるが南樺

太沖が少し低浪で(約O，50C)中
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部千品|別ili:が O ， 5~1 ， OOCuU':jい。

太平洋では前K述べた傾向が引き

続き現われている。梓太計l'の低温

な水は500m位の深さ誌は明瞭に

見られるが， 600mで殆ど認めら

れや， 800m以深では水温も殆ど

一定になり，オヰミ{ツク悔の同な

の71<塊の存在を示している。太平

洋側では500mでは僅かに低湿な

部分が中部千島沖に見られる以外

は借ど71<温が一様で 3 ，O~3 ， 50C

を示している。探くなってもオホ

{ツク海は太平洋測より低温で

付 ，55 500mで20C位の売がるる。

第8圏 lCOm府主主分分布図 r{:t冷居にゐける7](湿の分布を知

るためにその最低水f旦の分イliを示したのが第9図で、ある。 rll冷水の最低水泣は中部梓太沖K現わ

れてを t，殆どその結氷点に近いものすらある。との水塊の北方への鱗がPは観iJlijがないために

断定出来ないが，梶浦氏の研究より類推すれば，更に北の方に広く存在していると思われる。表

~.，で

d-タ

第g圏 中冷水最低水温分布図

50 

ペル<

面の高祖にも拘わらや，夏季にい

たるもとの様主主低湿の保持されて

いるのは驚くべきととで，表居近

くに於ける率直安定度の犬きなと

とが想像出来る。中部千島附近に

制大κ現われているのは，批lζ:i!!.i;

べた絞に鉛直混合の結果によるも

のでありラ南千島附近は割高股流

分校の影響をうけて少しく高温で

ある。太2ftMJ!lJではオホ{ツク海

より約lOC;(:j温であるO 最低水盤

の探さは，オホーツク協の千品列

島近海では中音fi千品の上昇慌の~ì!.

られる所定、100mf立Tヘ列島の南

北部では200~400mである。その
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他では 50~100m である。太J門下ぞは中iドIj'、+~加I"

はYi合ど 100mである O

氷塊の混合の様子をうよ[1るために

isentropic商1二の場合の水平分布

を画いたのが1iP;10図でるる。著者

の場合には σt= 26，50なる面を

第13図は111各1500

EK沿った南北

の断商を示して

v、る。

第11図では150

"-'1510E を f~~tc

して1底冷水塊

カミイ'[.;{Eするとと

カ23Zめら，flる。

とれより問の部

分が所長13親潮の

一脈であり，

1170E [¥日j1iにfIT

か乍ら下降流が

認められる 0

490N K沿った

断面 εl古島trc:指
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第10図 (1t =26.50同上の塩分分布図
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考えたが， とれは 50~100m の i~lき

さに作在する。図からも92[1，flるむi

k水平混合は太平洋側では二方向

から問。て主';-T ，オホ{ツク海で

は宗谷1N峡から起っている。北千

品[1付近での太平洋の表居水の流入

はとの図には現われていない。

(2) 水温，塩分の~t前分イ)j

第11図，第12図は夫々 420N，

490N に於ける鈴鹿断面を示し，

149 

、、、
、、
、、
、

第11圏 420Nに沿った鋭主主断面図
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摘した様に列品K沿っての下降流が比られる。又表M-では太平洋の71てが流入しているのがわか

る。閥の方即ち樺太のirjlでは百J成担の探さ迄冷水塊の卓越しているのは蹴に述べたとうりである。

何れの図に於ても，鶴居の作在は50m以下で表居近くは日射によって高温を呈しているが主主分の

、
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い
い
い
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490N に沿った鎖直断郎図第12圏

オホーツク海の中冷水は相当ヨ実直分Iriは割合に単調である。第12図，第13図からもわかる様11:，

塩分の変化も少い。太平洋では420N附近を抗ーにして中冷その中で、は水温，深く詰イ子在してゐ t，

その下居では中部予J誌の7Jc遣をと3なして中冷水が太平洋側に流出し，水のj事さは減少して居り，

~l~冷水の水温，主主分及び 510N 附近K存在する特に低調7ì7Jc塊に設に太平洋から流入している。

ついては前に述べた。

動涜の水IV.海

オホ戸ツク海南部には大きな流れは見られない。宮廷に述べた水温，塩分の分布から考えると，

叉太平洋側でも 420N附近を東に流れる暖流以外には顕著な流れはない様射をある。流れの様子を

とれは 400m唐左基準として10m唐即ち殆知るために力学的地形図を画いたのが第14図である。

ど表面の流れを示したもので， 600mを基準にしても大惑はない。図では 0，01dynamic meter 

f手tて等量線t引いて言うるから 430Nでその間隔が約11担ある時K流速は0，1Knotである Q 一般に
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オホ{ツク t{if:r:は流れは少なく太子作m~ でも i段Ö!è!: (~'ì永の潮境 lζ大きな流れがよ止られるだ刊であ

る。オホ{ツク海-r:はj:i'i千品川から出たむfe;.れがvLiに向って;b-り，持太のi十]部 C大きく向きを変え

て;fll~太 r.[J部沖の;}cと合して 11115北京に向っている。太子洋側では 420N， 430N附抵でs2Z， 冷水の交

錯のために酸禁止な流れを見せているが，流速はそう大きくない。例えば430N，1520E附近でも館

か0，1Knot K.過ぎない。北部千島沖に見られる流れは，ぬど南に向って居札南千島沿岸をDit

ぷ耳2
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第13闘 1500Eに沿った鎖直断間図

れる 1~流と直接関係がない様である。叉 rll部千J誌には i援措末枝の接近がJi!.られ，南千島北海道沖

を流れる寒流は， 中部及び、南部千J与の水道より流出したもので話うるととがdづかる O とれらの流れ

の様子は既に論ぜられている所と一致する。叉オヰ三日ツク海には左lifiの犬環流はみとめられや，

筏度流による流れの小さいととなども同椋でるる。

V.海況の季節的盤化

冬季にはオホ{ツク海では結氷の見られるととは良く知られて居t，その際生やる高盤分水の

沈降及び冷却された海水の精度上曾加による沈降にようて中冷水の生宇るととは殆ど疑のない所で
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bる。とのととは主oi':Dlt.ijJ.二上:わによ

って確められている所であるが，

筆者も 2， 3の測貼κついて吟味

した。

~n5図は-mJ11路Wji~!'50iJH(4.2008N， 

144022E)に於けるT-S!fu*Jitであ

る。図中には194V¥!'.1 n， 2月，
3月， 8rJ及び前年11月κ向車Iliで

綴百11]されたが;果を記入した。関に

よれば， 11月には:表部の温度も大

分下うて25m1立迄帰ど同ーの，7];勾l~

となっている。 r!1冷水は150"，，-，300

mの間JI1:存夜して居り71<l毘は約

20C，it{分は33，4%01'立である。冬季

に及び冷却が進んだ結果， l)jに 第14圏 40Cm府;J;!511主lGm)r'fの力学I!f/~iilj況[Zi

は表面‘は 20Cとなり水滋の明瞭な躍唐は治子亡し健かに塩分の.J'(<l:1J1lが見られる。躍冬の 2):1にはa:

K冷却が進んで鉛直混合が践になった結果，表情[から 100mまでが全く l可ーの水塊となって冬、り，

その水温は 1Hの表府よりも健かで、あるが史l訂正下している。 1月には11月よ F表面近くのj塩分

が減少し 2月には殆ど1UJと等しくなっているがその原悶はよくわからない。 3月になると，

表商近くが著しく低溜，低塩分になっているが，之は融氷によって潜執を奪われて水温の低下在

来しう叉その融氷水との混合によって低塩分となった海水の流来によるのであろう。 2月tては表

厨の冷却水の沈降は 100m位まででるったがとの)j11:は更に下j奇の水との混合が行われている模

様で， 200m位の深さの水が水温，塩分とも下っているo 3月以後の気温の上昇1自に於ける観測

がないが4月以降は日射κより表面の昇温が行われるであらう。盛夏8月の観測によると，表面

は幸子しく昇滋し， 1fT冷水が100""-'400m11: 5:! られる。表厨で、壌分がflJ~かに増加しているのはれ蒸発

と正:jy'~!分の l段流系水及び下j苛の71<との混合によるものであらう。

との図を一見して明らかな棋に，季節的変化の確に行われる深さは 100m位の深さ交ででそれ

以保は一年を通じてあまり変らない。しかも 8 月及びl1)jl1:見られる rf~冷水は 1 月に表凶近く，

2YHc表商から 100mf立の問に作在している水塊であると三与えるととが出来る。 r[-l冷水の塩分が

2 )j の表面{水よりも健かに多いのは下j晋の多底分水との混合によるものでるらう。主I'~沙ムイ'[iIIr lj1 l:U NI

の点についても殆ど同じ結果が此出される。

以上にオホ{ツク梅雨部及び千島列島南沖の1941年夏I1: jなける海況tてついて柁~III各を述べた。前

VI.結 語
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者については梶浦氏の研

究された1942年夏の栂沈

と大差はなくオホ{ヅク海

市-部の一般の海況は以上

の棋なものと，忠われる。

親潮の流路については銑

荏の研究とIlf長一致した結

果が得られた。叉との年

の夏の北海道三陸1rlJK於

ける冷水塊の分イ/iについ

ては，冷水塊が大きく二

つに分れてイf在したとと

もわかった。更κとれら

の中冷水は冬季表}苛に生

成された冷水の保存され

たもので bるととを否権

めた。

rp冷水は親湖水流の行'J

長を支配する主要なI!I子

であるととは良くタ211られ

ている所である。10) 三陸

~r! 1の中冷水の納長 ~C 閲し

ては品川fil司氏11)の研究がる

るが，J!lv、M'lf.;!lとK::M会llU

第15図 42008N，144022E に於けるT-S曲線季節的笈イt の北洋にゐθる観測資料

をも整理して，北梅治及び千島沖の中冷水のm長について論じたい考えである。千品列島南部の
栴域では栴水の流動を純度疏として考えるととが必やしも安当でないととは明らかでる t，同海

域の海水の流動についても将来の研究がまiまれる。

との報告を経るに当り，資料の称J:f[!.及び製閣に協力された北大低詰;時中学研究所研究有IiJ功ii粛藤

永純氏K厚く感謝の意を表する次第でるる。
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Resume 

The author investigated the general oceanographic conditions of the southern side of 

Kurile Island and of the southern part of Okhotsk Sea on the basis of observations 

made in summer， 1941， by the lmperial Fisheries Experimental Station and the Eokka-

ldo Fisheries Experimental Station. 

The hydrography in the summer of 1941 was found to be quite similar to that of 1942 

which was investigated by K. Kajiura. Okhotsk water flows out through the Central 

Kurile and is sp1it up into two branch currents. One of them which flows a10ng the 

coast of Hokkaido is named Oyashio. 

It was a1so found that， the cold intermediate water in these regions originates from 

the descencling of surface water caused by severe cooling in winter. 


